
科目名 理学療法研究法演習（卒業研究） 担当教員 

小林巧 

小林匠 

森野陽 

伊藤俊輔 

山中正紀 

隈元庸夫 

伊藤俊一 

佐藤公博 

※印は実務経験のある教員を示す。 

 

開 講 専 攻 分 野 種 別 配当年次 開講時期 単位数 授業形態 

理学療法学専攻 専門科目 選択 4年次 通年 4単位 演習 

 

科 目 概 要 

研究を実施した場合、その研究結果を対象者と社会に対して報告することが求められている。本

科目では、理学療法研究法で学習した研究の基本に則り、実際の研究の実施を通じて、研究計画書、

倫理的配慮、研究の実施、研究報告に関する理解を深める。また、担当教員の指導の下、プレゼン

テーションを行い、またディスカッションを行うことで、その理解をさらに深める。本科目を通じ

て、思考力、表現力、問題解決能力の総合的なスキルの向上を目指し、生涯にわたり学習し、研究

し続ける姿勢を醸成する。 

学 習 目 標 

① 研究の流れを理解する。 

② 研究データ収集、分析、考察を行う。 

③ 研究成果を報告する。 

④ 科学論文の形式に従い、論文を作成する。 

 

回 項 目 主 な 学 習 内 容 到 達 目 標 

実務経験 

教員担当 

項  目 

1 演習1 研究の流れ 研究計画書から結果報告までの過程を理解する。  

2 演習 2-10 研究計画書作成 研究テーマを探り、研究計画を立てる。  

3 演習 11-30 研究データ収集 研究データの収集を行う。  

4 演習 31-40 研究データ分析 研究データを分析する。  

5 演習 41-55 研究発表 研究成果を発表する。  

6 演習 56-60 研究論文 研究成果を論文にまとめる。  

評価方法 研究論文 

教科図書 なし 

参考図書 なし 

学習の準備 担当教員と研究テーマ、データ収集、発表内容について計画的に進めること。 

オフィスアワー 随時 

担当教員欄に※印を

附した教員の実務経

験 

 

 




